























 This case study about learning during childhood was conducted using multiple searching 
and exploring activities held in two different kindergarten schools. From the experiment, 
four conclusions are made. One conclusion is that searching and exploring activities need to 
focus on problem solving for children. Two is that searching and exploring activities need to 
lead and enhance the abilities of children to search and explore. Three is that searching and 
exploring activities should enable  children to enhance their relationship skills and 





An Analysis of Children’s learning in Their Exploration or Inquiry Activities at Kindergarten: 













































































































































































































































































































し ｢ 映画やねん！｣ と次々絵を動かしのせ替えお話を作る子ども。たくさんの“光る絵”を
のせ「赤い服が紫になる。」と色の重なりで色の変化に気づく子ども。“光る絵”ではなくお
もちゃを持ってきて影絵遊びをする子どももでてきた。このような多様な遊びが広がる中，
一緒に「映画づくり」をしたり，色の重なりを「こうやってみたらどうなるかな？」と一緒
に試したり，アイデアを出し合ったり，おもちゃやセロテープの芯，ボールやハサミなどい
ろいろなものを持ってきて，「これはどんなんなるかなぁ？」「まるになるにきまっているや
ん」と予想のやりとりをしながら，光をつくりだす道具としてのＯＨＰに，子どもたちがい
つも集まるという状況がしばらく続いた。
　事例４は，「太陽―“光る絵”―その影」「ＯＨＰ―“光る絵”や物体・手―その影」といった
「光―物体―影」の関係に気付いて遊ぶ年長児の様子である。下線①以降の「太陽―“光る絵”―
その影」の関係に気付いて遊ぶ様子からは，“光る絵”を窓に貼ったり，新たな絵を描いてみたり
と繰り返しながら進んでいく個人的な探索活動が，互いに重なり合い影響しあっている様子がう
かがえる。そこでは，透明なセロハンに絵を描くと，それが影として映るという光と影の関係の
学びが生まれている。そして，下線②以降のＯＨＰの利用においては，光を直接的に操作して方
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向を変えたり，“光る絵”では描いた絵の色が太陽光と同じようにカラフルに影として映り，手や
おもちゃなどの物体では，その形の黒い影として映ることに気付いていろいろ試してみるような
探索活動が見られる。ここでは先の学び（下線①～②の期間に生じた学び）が活かされて，太陽
の光ではなく，ＯＨＰの光源を操作することよっても同じ現象（同じようなこと）ができるとい
う学びが生まれている。
　とくに下線③④においては，個人の気づきや発見が他児にも広がり，さらに「これはどうか
な？」「こうやってみたらどうなるかな？」という疑問を一緒に解決していく中で，「こうやって
みたら，こうなる」という新たな気づきによって学んだことが共有されたり，協力しながら，問
題を解決する姿（協同的な学び）が見られる。
　また，色の重ね合わせを試している子どもたちの姿や，色々な物体を持ってきて影の形を予想
しながら確かめている子どもたちの姿は，探索的にいろいろ試すというよりも，あること（テー
マ）を自分たちで追求していく探究的な活動として捉えることができ，その過程の中で学びの広
がりや深まりが見られる。そのため，この事例は，遊びの中で試す・くりかえすということが展
開されていくことによって，子どもの遊びや学びが充実していき，探索する姿から探究する姿へ
の変化の中で協同的な学びが見られる事例と考えられる。
事例５　「カプラで大阪城を作ろう」Ｔ幼稚園（2006年11月）
（この園では年長児クラスでたくさんのカプラを使って遊ぶ経験を取り入れており，運動会
以後，とくにこのクラスでは保育室での遊びとしてカプラが流行っていた。そんな折，秋の
遠足で大阪城に行く機会があり，子ども達は城の大きさ，形の不思議さなどに感動していた。）
　そこで，遠足の翌日，大阪城をカプラで作れないか？と思い，子ども達に提案した。子ど
も達はその提案に「それ，おもしろいかも！」と賛同し，楽しみながら作り出した。６，７人
のグループに分かれそれぞれ１つずつの大阪城を作っていくことにした。「階段がたくさん
あったな」「屋根もたくさんあった」「中には，秘密の階段みたいな，みんなが使われへん階
段もあったで」「屋根の上に金の飾りがあったな」「それ，しゃちほこや」とそれぞれのグルー
プから大阪城の特徴を話しだしていた。
　その日は，「どうする？ひとりひとり順番で積んでいこうか？」と相談するグループもあれ
ば，「壁はこんなんやったな」「そうやな。壁つんでいこう」と一緒に作りながら相談するグ
ループもあれば，それぞれが勝手に作り出してしまい，イメージが違って，「え～こんなん
やったかな？」と意見が食い違っていたグループもあった。しかしそのグループもしばらく
すると「それとここを繋げたらいけるな」と「じゃあ次はこうしよう」と相談する姿が見ら
れるようになってきた。
　作っていく上ではじめは，やはり土台となる下の部分から上へと作っていく姿が見られた。
土台や壁の部分は今までもカプラ遊びをしていたので，積み上げる事に問題はなかった。
　しかし順調に作っていたどのグループも屋根の三角の部分で困りはじめ，「どうしたら三角
になるかな？」と何度も作っては，すぐ壊れたりしていた（立体の三角を作るのは，難しく，
保育者自身もどうしたら三角になるか考え，ヒントを準備していた）。
　しかしながら，どのグループも違う方法で三角にする事を思いついていった。１つのグルー
プは，カプラの箱の写真に屋根の部分と似ている写真を見つけ，その通りに作っていき，別
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のグループは三角の空間部分にカプラを詰め，外側からも滑り壊れないよう端にカプラで押
さえている姿が見られた。自分たちの力で協力しながら何とか出来たときには，どのグルー
プも「やった！成功！」と問題解決して満足気な様子であった。
　屋根ができると，次はそれぞれのどのようにさらに付け加えて行くかという工夫をし始め
た。しゃちほこを作るグループや，大阪城までの階段，中の階段，切符売り場まで作るグルー
プも出てきた。
　そして，数日続いて出来上がった作品を皆で披露し，工夫した部分を発表し合う機会を持っ
た。どのグループも自分達と同じ境遇で，苦労した点など出来上がった時の喜びが同じなの
で，友だちのグループの作品を認め合う様子が見られた。
　事例５の「カプラ遊び」は，３歳で幼稚園に入園以来，積み木遊びやブロック遊びなどを通じ
て，さまざまな経験が何度となく積み重なってきた時期の事例である。そのため事例１～４に比
べると，もともとのカプラ遊び自体が深まってきている中での事例であり，そこにはカプラや積
み木遊びの習熟による学びが生じていると考えられる。その上で，保育者が「大阪城をカプラで
作れないか？と思い，子ども達に提案した」ことによって，これまでの経験を土台に，新たな挑
戦が始まり，新たな知恵と工夫を試していくという学びが生じている。
　ここでは友だちと大阪城作りという１つ目的を持ってイメージを共有するためにどんなふうに
作るか相談する中で自分の思いを伝えたり，友だちの意見や考えを受け入れ作り上げていく姿が
見られ，仲間意識がより一層芽生えている様子が見られる。自分の意見や考えを相手に伝えるた
めには，自分のイメージしていることやアイデアを言語化する必要があり，その中で意識されて
いない（言語化されていない）学びが意識化されていく。
　子ども同士，イメージや気づいたことの共有や，同じ目的に向かって協力し，それを成し遂げ
ていく様子はまさに協同的な活動（協同的な学び）といわれているものである。さらに，「どうし
たら，自分たちのイメージしているものができあがるか？」ということや「三角の屋根の部分を
どのように作るとうまくいくか？」を考えながら追求し問題解決を図っていくという探究的な活
動の中で，これまでの体験や経験を総動員し，知恵を出し合い，学びが深まっていく。
　このように，自分たちで協同しながら問題解決していくような活動に取り組むことによって，
協同的な学び，そして探究的な活動が深まっていくと考えられる。
Ⅳ　総合的考察
１．学びの育ちと連続性
１）事例の中の「学び」の整理
　本研究の５つの事例では，何度も何度も繰り返しながら試したり確かめたりする探索活動や「ど
うすればうまくいくか」「こうやってみたらどうなるか」を追求していく探究的な活動の中で，問
題解決の過程が見られた。秋田（2000）が「知のいとなみの展開過程」において「五感を通して
の出会い←→知的な好奇心・関心の喚起←→関わる←→見出す・気づく・考える←→臨む・表す
←→たしかめる・振り返る」という「この過程は直線的な筋道ではなく，行きつ戻りつしながら，
何度も繰り返したり，何日もかかりながら進む往還過程であること」と指摘しているように，５
つの事例とも，問題解決の過程の中で，行きつ戻りつしながら，何度も繰り返したりしている様
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子が読み取れる。その中で学びが少しずつ洗練されていくのではないかと考えられる。 
　ここで表２として，各事例における子どもたちの問題・疑問とその事例の中での学びを整理し，
さらに学びのきっかけや深化のための保育者のかかわりについても整理した。「→」の後の記述が
各事例での「学び」であり，★印が保育者のかかわりである。
表２　各事例における子どもたちの問題・疑問と学びの整理
年齢 事例
子どもたちの問題・疑問とその解決
３歳児
事例１問題・疑問：どうしたら，ごぼごぼという大きな音が出るか？
解決：ジョウロの入れ方を入れる時間などをいろいろ試しているが，「こうやったらうまくいく」
という解決には至っていない。
→　いろいろやり方を試す中でのやり方・方法についての学びの芽生え
事例２
問題・疑問：どんぐりがちょっとしかないのに，大きな音がするのはなんでだろう？
解決：どんぐりをペットボトルに入れる量を多くしたり，少なくしたりしながら，比較すること
によって解決に至っている。
→　量の調整より音の大きさが違うこと・変わること（物の性質）についての学び
★　「ペットボトルを振って見せる」行為は，ドングリの量と音の関係に，子どもたち自身が気
づいていくための学びを引き起こすきっかけ（援助）となっている。
４歳児事例３
問題・疑問：カエルの色が違うのはなぜか？　→　カエルを虹色にするためにはどうしたらよい
か？　これで試したらどうか？
解決：保育者の意図的に用意した黒い石により「保護色」概念を知る（元に色と比較）。その知っ
たことをもとに「こうやってみたらどうか？」と次のめあてが生まれ，いろいろ試している。
→　アマガエルは周りの色に合わせて色が変化するという生き物の生態に関する学びと，保護色
概念の獲得による学びの深化。
★　「黒い石を意図的に用意する」ことは，子どもたち自身が色の変化に気づいていき，さらに
「比べるための写真を用意する」ことは，保護色概念を獲得していくための学びを引き起こすきっ
かけ（援助）となっている。
５歳児
事例４
問題・疑問：こうやってみたらどうか？　これではどうか？
解決：これではどうか，こうやったらどうかと OHP の天板・レンズや対象物を変化させること
によって試行錯誤しながら試している。
→　光―物体や光る絵―影という光と影の性質についての学び，学びを活かして別の場面で発展
させていく（学びの広がりと深まり）
★　ＯＨＰを用意することにより，天候に左右されずに自分たちで光を操ることができ，試した
ことを確かめやすいようになっており，そのことが学びの広がりと深まりを引き起こすきっかけ
となっている。
事例５
問題・疑問：どんな大阪城を作るか，壁をどう作るか，屋根をどのように作るか
解決：グループごとに知恵を絞って工夫しながら，より本物らしさを追求していく。
→　経験の積み重ね（遊びの習熟）による学び，言語化して相手に伝えることによる学びの意識
化，経験や体験を総動員して追求していく中での学びの深化と協同的な学び
★　クラスの子どもたちのこれまでの経験を土台に，新たな挑戦とその過程での学びを引き起こ
すため提案が，学びの深化のためのきっかけとなっている。
　表２に見るように，３歳児クラスから5歳児クラスへの気づきや学びの育ちの道筋として考えて
みると，素朴な気づき（ジョウロを水に入れる角度や深さ，物の量の調整による音の変化）から，
新たな概念の獲得やこれまでの経験を生かして解決していく中での気づきというように，当たり
前ではあるが，学びの質が変化して深まっていることがわかる。
　もっとも，これら５つ事例は，18事例の中で学びの育ちが顕著に現われているものを取り上げ
ている可能性もあることは否めない。年齢ともに，学びの質が変化して深まっていくと単純に考
えるのは早計であろうが，探索活動から探究的な活動への育ち中で「疑問・問題」「目的意識」の
内容や質が変化してきているのを踏まえると，そこでの学びの内容と質が変化して深まっていく
ということは十分ありうることだと考えられる。
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２）探索活動から探究的な活動へ育ちと学びの深化
　探索活動の経験が何度となく積み重ねられることが土台として探究的な活動が育っていき，問
題解決の過程の深まりが見られるようになるが，その育ちの中で学びの質が変化して深まってい
くということが再認識していくことが重要であろう。探索活動の中で見られる問題解決の過程は，
「これはどうか？」「あれはどうか？」といった広がりを持って，まさに探索的に多様な対象を試
して試行錯誤していく過程であり，探究的な活動で見られる問題解決の過程は，明確な目的意識
を持って「こうやってみたい」「こういう方向に向かいたい」けれど，どうすればそれが解決する
のか追究していく過程である。そのため，探索活動から探究活動への活動の質の変化は，広がり
をもった学びから，深まりをもった学びへと学びの質の変化をもたらすと考えられる。
　2010年11月に文部科学省から出された「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方につ
いて（報告）」によると，幼児期における「学びの芽生え」を，いかに児童期における「自覚的な
学び」へとつないでいくかが示されている。その過程において，「“人とのかかわり”や“ものと
のかかわり”という直接的・具体的な対象とのかかわりで幼児期と児童期の教育活動のつながり
を見通して円滑な移行を図ることが必要」とされ，「幼児期の教育においては，調べる，比べる，
尋ねる，協同するなどの様々な手法を組み合わせて楽しみながら課題を見いだし解決する取組を
通じて，学びの芽生えから自覚的に学ぶ意識へとつながっていくよう，学びの芽生えのための活
動を展開することが求められる」と示されている。
　このように幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続において，幼児期における「学びの芽生え」
を，いかに児童期における「自覚的な学び」へとつないでいくかが重要な課題とされているが，
そのためには，幼児期の探索活動や探究的な活動を一過性のものではなく，保育内容として積極
的に取り上げ，学びのきっかけや深化のための保育者のかかわりを意識することによって，学び
の意識化・自覚化を子どもたちに引き起こし，深化していく一助になると考えられる。
　以上のように，本研究のテーマである幼児期の探索・探究心を育む体験は，日々の保育におい
て幾度となく積み重ねられ，子どものなりの問題解決の過程を通して，問いの追究過程の自覚化，
協同する経験を通しての目的意識や気づき（発見）の共有化が図られ，自覚的に学ぶことが徐々
に意識化されてくることが事例を通して示されたと考えられる。
２　「人とのかかわりの育ち」の観点から
　「幼稚園教育要領」（2008）で「特に，他の幼児の考えなどに触れ，新しい考えを生み出す喜び
や楽しさを味わい，自ら考えようとする気持ちが育つようにすること」（領域環境：内容の取扱い
(1)）ということが新たに付け加えられているように，探索・探究的な活動は単なる個々の子ども
の知的発達や学びとして捉えるだけではなく，人とのかかわりの側面や協同する経験としても捉
えることが必要である。
　探索・探究的な活動に限らず，３歳児から５歳児の３年間における人とのかかわりの育ちは，
大きな流れとしては「個としての自己発揮・自己充実→場の共有（一緒が楽しい，一緒にする）
→気づきや人の輪の広がり→イメージや目的意識・気づきの共有→協力しあう→協同性の発揮」
の道筋がある。３歳児の事例１では「個としての自己充実→場の共有」であったものが，事例2で
は「イメージや目的意識・気づきの共有」の段階に至っている。さらに４歳児事例３では「イメー
ジや目的意識・気づきの共有→協力しあう」という姿が見られ，さらに５歳児事例４・５では「イ
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メージや目的意識・気づきの共有→協力しあう→協同性の発揮」の姿が見られる。
　その過程において，「楽しさや気づいたことを伝え合う」「いっしょにそのことをしたり，真似
をして同じことに取り組んでみる」「一緒に解決していく」「イメージを共有する」「共通の目的意
識を持って取り組む」などの「子ども同士の関係性（協同性）」の育ちが見られる。 そう考える
と，５歳児の協同的な学びを支えるためには，４歳児で「イメージや目的意識・気づきの共有→
協力しあう」姿をいかに育てるかが鍵になり，さらに３歳児で「個としての自己充実」を大事に
しながら，「場の共有」の中で子ども同士をつないでいく中で，「イメージや目的意識・気づきの
共有」を３歳児クラス後半あたりでいかに育てていくかが鍵になるであろう。
３　日々の保育に生かすために～保育者の役割～
　以上を踏まえると，保育実践における探索活動および探究的な活動，そして学びの育ちと保育
者の役割については，次のように整理できるであろう。
①　探索活動も探究的な活動も，その過程において幼児なりの問題解決の過程（＝思考の過程）
が含まれている，その思考の過程の中で学びを獲得していく
　⇒　そのため，何を疑問として感じたり，問題意識を持って取り組んでいるのか，つまり「問
題解決」の中で子ども自身が「問題」として感じているものは何かを把握する。そして，自分た
ちで解決していく過程を見守りながらも，「学び」や「問題解決」のきっかけとしての援助や環境
の構成を考える必要がある。
②　探索活動から探究的な活動への思考の育ちの道すじがある
　⇒　３歳児は探索活動を積み重ねながら後半の時期に探究的な活動の素地作りを行い，4歳児は
探索活動を積み重ねながら，探究的な活動への移行を意識し，さらに５歳児は個人の探索活動・
探究的な活動の充実とともに，協同的な探究的な活動（協同的な学び）の取り組みを行う。
③　探索・探究的な活動における関係性・協同性の育ちも捉えて学びを整理する必要がある
　⇒　探索・探究的な活動は，個人の知的な営みとしての活動として捉えるだけでなく，「楽しさ
や気づいたことを伝え合う」「いっしょにそのことをしたり，真似をして同じことに取り組んでみ
る」「一緒に解決していく」「イメージを共有する」「共通の目的意識を持って取り組む」などの
「子ども同士の関係性（協同性）」の育ちをも含んだ活動であることを把握する。その中で「学び」
が他者へ広がり，他者と共有することで学びが広がったり深まったりする。その経験の積み重ね
の中で協同する経験の中で何が学びとして育ってきているのかを整理する必要がある。
④　子どもたちの学びを引き起こすきっかけ（援助・環境構成）づくりや新たな学びを引き起こ
すための提案をしていく必要がある
　⇒　「気づいて欲しいことは何かを明確にする（量なのか？　変化なのか？・・・）」，それを
踏まえて「そのことに気づくための手立てを考える（振って見せる，黒い石を用意する，写真を
用意するなど）」ことが必要。さらに，「これまで何を経験し学んできていて，次にどのような学
びをしてほしいのかを考えて，新たな題材・保育内容を構想する」ことが必要である。
　これら４点を踏まえて図式化すると，次の図１のように略図として整理できる。
　図１のように，保育実践における幼児の探索・探究的な活動の中の学びの育ちを見通すことが
できるが，その育ちを支えるのは経験の積み重ねである。「幼稚園教育要領」（2008）で「体験の
多様性と関連性」として，「幼児が様々な人やものとのかかわりを通して，多様な体験をし，心身
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の調和のとれた発達を促すようにしていくこと。その際，心が動かされる体験が次の活動を生み
出すことを考慮し，一つ一つの体験が相互に結び付き，幼稚園生活が充実するようにすること」
（指導計画作成の留意事項）と示されている。本研究で取り上げる「学び」は，そのような探索活
動や探究的な活動の過程を経て得られるもの（経験・知識・概念・発想など）として検討してき
たが，探索活動・探究的な活動においても，その活動が次の活動へとつながって，学びが広がっ
たり深まったりしていくように，「個としての探索・探究」の育ちというだけではなく，「協同的
な探索活動・探究活動」の育ち（協同的な学び）を見通して保育を行っていく必要があると考え
られる。
　以上のように本研究においては３歳児から５歳児の幼児期の子どもたちの発達を踏まえて，保
育実践における探索活動・探究的な活動における学びを検討したが，大きな流れは示すことがで
きたと考えるが，いくつか今後の課題として残った。たとえば，３歳児，４歳児，５歳児の探索活
動や探究的な活動の中の学びをより深く微細に分析をし，理論を精緻化していくことや，保育者
の援助や役割からの分析，環境構成や教材研究からの分析などまだ多数課題が残っていると考え
られる。今後は本研究を土台にそのような研究を積み重ねていきたい。
【脚注】
注１　三宅 (2010) によると，「周囲の環境へのかかわりとして，さまざまな事象に関心を示してかかわってい
こうとする心の動きが好奇心であり，その中から特定の事象に関してより深くかかわろうとする心の動き
が探究心である」と説明されている。
注２　一般に，小学校以上の理科教育において「探究」（の過程）は，「問題の把握→仮説の設定→仮説から
帰納の導出→仮説の検証→法則の発見」（藤川，2000）とされており，「問題」の把握から始まり，仮説を
立てて確かめて，法則を発見していく過程を学習者に科学者の研究プロセスを追体験することを通して科
学的思考力を育て，科学の方法を身につけさせていこうとする教授法とされている。しかしながら，本研
究においては，小学校教育のような体系的・組織的な科学の方法としての「探究」ではなく，（注１）のよ
うに，より素朴な追求過程のとしての「探究」として，「探究的な活動」を捉えている。
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